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沖縄県 全国

保険者数 1（41市町村） 47（1,716市町村）

被保険者数 38万人 2,413万人

（再掲）前期高齢者数
11万7千人

（31.1％）
1,066万人

（44.2％）

医療費（外来） 457億円 3.6兆円

医療費（入院） 587億円 3.7兆円

厚生労働省
・国民健康保険事業年報（R04)

国民健康保険の状況

1



ＣＫＤに関する国の情勢
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宣言4の展開

日本再興戦略（成長戦略）
全世代型社会保障改革の方針
経済財政諮問会議

A

新経済・財政再生計画改革工程表（2023.12）

★糖尿病等の生活習慣病予防、重症化予防、認知症予防等に重点的に取り組む
ｱｳﾄｶﾑ：新規透析患者数減少、糖尿病有病者増加の抑制、メタボの減少
（KPI） 糖尿病医療費の地域差減少、認知症高齢者の減少

首相官邸

インセンティブ
保険者における予防・健康づくり等

日本健康会議
5つの実行宣言2025

宣言4 「上手な医療のかかり方」

糖尿病重症化予防

民間主導の活動体

厚労省健康局

標準的な健診
・保健指導プログラム

糖尿病性腎症
重症化予防プログラム
（2016、改訂：2019、2024.3）

厚労省・日本医師会
糖尿病対策推進会議

○年齢層に応じた取組
○血糖、血圧、腎機能を組み
合わせた対象者抽出
○評価指標例の掲示
（短期・中長期）

データヘルス
計画

健康増進法 「健康日本21」

健康保険法等 一部改正法

厚労省保険局

糖尿病
糖尿病性腎症

メタボリックシンドローム
肥満
高血圧
脂質異常症
虚血性心疾患
脳血管疾患

（市町村分評価項目）

①特定健診受診率
②特定保健指導実施率
③メタボ該当予備群減少率

④発症予防・重症化予防
⑤重複・多剤投与
⑥後発医薬品の使用割合
⑦個人ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ提供
⑧個人への情報提供
⑨がん検診受診率
歯科健診受診率
⑩ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ計画実施
⑪こども医療費の適正化等
⑫地域包括ケア取組
一体的実施

糖尿病
糖尿病性腎症

予防対象疾病

国保（保険者努力支援制度）
令和６年度1,000億円規模
事業連動分228億円

点数
合計 998
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腎疾患対策検討会（2018）
糖尿病重症化プログラムの活用を

含め腎疾患対策に取り組む
中間評価（2023.10）

○糖尿病対策と併せて、高血圧、
脂質異常等の対策

○勤労世代へアプローチ

高齢者の保健事業と
介護予防の
一体的な実施

健康寿命の延伸
（生涯現役）

社会保障費の安定

６

５

７

B

後期高齢者
広域連合

①健診実施・結果を
活用した取組

②糖尿病性腎症
重症化予防

・
・
・
・
・
・
・
・

⑧一体的実施
包括ケアの推進
・

８

介護保険

９

自立支援

重症化予防

介護予防の取組

健康増進計画
４

特定健診・保健指導 2008～
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国の目的

①健康寿命の延伸（生涯現役）

②社会保障の安定

日本の社会保障給付費の状況をみると...
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社会保障給付費の推移

年金

医療

福祉、その他
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１．健康寿命と社会保障費に関連する統計

～若い県なのに、社会保障費を多く使う沖縄県～

寿 命 社会保障費

高
齢
化
率

平均寿命

2020年

健康寿命

2021年

医 療 介 護

１人あたり医療費 2021年 認定率 2021年 給付費 保険料

医療費
（地域差指数）

年齢調整後

実績医療費
２号
認定者

40～64
歳

１号
認定者

65歳
以上

重度
要介護

3～5

年齢
調整後

１号被
保険者

１人
当たり

平均保
険基準
額

第9期

2020年 男 女 男 女 国保 後期 国保 後期 2021年

沖縄県 22.3
％

80.7
歳

87.9
歳

78.8
歳

83.8
歳

1.05 1.07 34
万円

99
万円

0.33
％

4.8
％

8.2
％

29
万円

6,955
円

全 国 28.2
％

81.5
歳

87.6
歳

80.0
歳

84.3
歳

1.00 1.00 38
万円

92
万円

0.31
％

4.4
％

6.5
％

25
万円

6,225
円
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沖縄県の現状

１．慢性透析患者数の状況

２．沖縄県市町村国保の医療費の状況

３．沖縄県市町村国保のCKD重症度分類
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１．慢性透析患者の状況

①人口100万あたりの慢性透析患者数の推移

②人口100万あたりの新規透析患者数の推移

③沖縄県新規透析導入患者数の推移
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出典：㈳日本透析医学会統計調査委員会

「わが国の慢性透析療法の現況」

1-①人口100万あたりの慢性透析患者数の推移
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出典：㈳日本透析医学会統計調査委員会

「わが国の慢性透析療法の現況」

1-②.人口100万あたりの新規透析導入患者数の推移
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出典：㈳日本透析医学会統計調査委員会

「わが国の慢性透析療法の現況」

1-③.沖縄県 新規透析導入患者数の推移
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２．医療費の状況

「ＣＫＤにかかる医療費」国保分
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参考：ＫＤＢシステム

総医療費に占める透析医療費の割合

市町村国保 年次推移

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

慢性腎臓病
（透析）

医療費の割合
（％）

8.2 8.3 8.5 8.8 7.7 6.4 6.4 6.5 6.1 5.8 5.7
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総医療費に占める各疾病の割合
市町村国保 Ｒ５年度

参考：ＫＤＢシステム

疾 病 沖縄県 全国

慢性腎臓病（透析有） 5.7 4.2

慢性腎臓病（透析無） 0.3 0.3

脳出血 1.1 0.7

脳梗塞 1.3 1.3

狭心症 1.2 1.1

心筋梗塞 0.3 0.3

糖尿病 4.0 5.3

高血圧 2.2 2.7

脂質異常症 1.3 2.0
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３．沖縄県国保のＣＫＤ重症度分類

特定健康診査結果
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沖縄県国民健康保険団体連合会
特定健診等データ管理システムデータ集計2022年度

沖縄県市町村国保の特定健診

特定健康診査 Ｒ４年度

対象年齢 40～74歳

対象被保険者数 224,630人

健診受診者数 77,391人

受診率
（法定報告値）

34.5％
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沖縄県国民健康保険団体連合会
特定健康診査結果データ集計2024年度暫定値

腎臓専門医の紹介基準該当者 8,901人（11.0％）

CKD重症度分類 令和５年度沖縄県市町村国保 40～74歳

【沖縄県市町村国保全体】 【北部地区】

腎臓専門医の紹介基準該当者 939人（12.2％）
そのうちメタボ該当者 3,752人（42.2％）

血圧Ⅰ度以上 3,098人（34.8％）

HbA1c8.0以上 426人（ 4.8％）

そのうちメタボ該当者 437人（46.5％）
血圧Ⅰ度以上 395人（42.1％）
HbA1c8.0以上 46人（ 4.9％）

17



CKD重症度分類 服薬なし※ 令和５年度沖縄県市町村国保 40～74歳

沖縄県国民健康保険団体連合会
特定健康診査結果データ集計2024年度 暫定値

腎臓専門医の紹介基準該当者2,540人（6.4％）

※服薬なし：問診で糖・血圧・脂質いずれか服薬なし

【沖縄県市町村国保全体】 【北部地区】

腎臓専門医の紹介基準該当者 248人（7.5％）
そのうちメタボ該当者 402人（15.8％）

血圧Ⅰ度以上 855人（33.7％）

HbA1c8.0以上 80人（ 3.1％）

そのうちメタボ該当者 51人（20.6％）
血圧Ⅰ度以上 99人（39.9％）
HbA1c8.0以上 10人（ 4.0％）
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CKD重症度分類 服薬あり※ 令和５年度沖縄県市町村国保 40～74歳

沖縄県国民健康保険団体連合会
特定健康診査結果データ集計2024年度 暫定値

※服薬あり：問診で糖・血圧・脂質いずれも服薬あり

腎臓専門医の紹介基準該当者6,361人（15.6％）

【沖縄県市町村国保全体】 【北部地区】

腎臓専門医の紹介基準該当者 691人（15.8％）
そのうちメタボ該当者3,350人（52.7％）

血圧Ⅰ度以上 2,243人（35.3％）

HbA1c8.0以上 346人（ 5.4％）

そのうちメタボ該当者 386人（55.9％）
血圧Ⅰ度以上 296人（42.8％）
HbA1c8.0以上 36人（ 5.2％）
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【二次医療圏別】
腎臓専門医の紹介基準該当者

服薬
なし

健診
受診者数
（人）

腎専門医
紹介基準
該当者数
（人）

割合
（％）

市町村国保 39,798 2,540 6.4

北部 3,307 248 7.5

中部 15,039 914 6.1

南部 17,463 1,089 6.2

宮古 1,801 148 8.2

八重山 2,188 141 6.4

服薬
あり

健診
受診者数
（人）

腎専門医
紹介基準
該当者数
（人）

割合
（％）

市町村国保 40,768 6,361 15.6

北部 4,374 691 15.8

中部 13,493 2,025 15.0

南部 18,664 2,848 15.3

宮古 2,334 441 18.9

八重山 1,903 356 18.7

沖縄県国民健康保険団体連合会
特定健康診査結果データ集計2024年度 暫定値

※服薬なし：問診で糖・血圧・脂質いずれか服薬なし
※服薬あり：問診で糖・血圧・脂質いずれも服薬あり

最
優
先
の
対
象
者

令和５年度沖縄県市町村国保 40～74歳
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R5年度 北部Ａ地区 特定健診 服薬なし※ 腎臓専門医受診対象者 141人

※服薬なし：問診で糖・血圧・脂質いずれか服薬なし 21



※服薬あり：問診で糖・血圧・脂質いずれも服薬あり

R5年度 北部Ａ地区 特定健診 服薬あり※ 腎臓専門医受診対象者 355人

No.1～5
の方は
透析中
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具体的な取組み

都道府県単位で

「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」

を策定し実施
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糖尿病性腎症重症化予防プログラム

平成28年 国プログラム
平成29年3月 沖縄県プログラム
令和6年3月 国プログラム改訂
令和6年度中 沖縄県プログラム改訂予定

１．目的
①糖尿病の重症化予防
②人工透析への移行を防止

３．取組み
①医療機関未受診者・糖尿病治療
中断者への適切な受診勧奨等
②糖尿病性腎症等の通院患者に対
する保健指導等

４．保険者の役割
①データによる健康問題の分析と対
策立案
②地域の医療機関等の連携
③評価・分析とPDCAサイクル

２．対象者
①医療未受診者・治療中断者
②通院中のうちリスクの高い者

4者連名
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沖縄県糖尿病性腎症重症化予防プログラム(抜粋）
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沖縄県市町村国保の取組み状況

糖尿病性腎症重症化予防プログラム
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新規人工透析者（2018～2023年度国保分）

2018年度
平成30年度

2019年度
令和０１年度

2020年度
令和０２年度

2021年度
令和０３年度

2022年度
令和０４年度

2023年度
令和０５年度

被保険者数 人 503,631 492,745 469,082 469,660 469,911 457,602

①糖尿病治療者数
条件：レセプト

       糖尿病あり

人 52,625 52,294 52,787 52,892 54,947 52,750

再
掲

②新規人工透析者数
（糖尿病あり）

条件：レセプト
人工腎臓導入期加算 かつ
糖尿病あり

人 134 115 141 127 134 108

割
合 0.25% 0.22% 0.27% 0.23% 0.24% 0.20%

保険者データヘルス支援システム
（糖尿病評価表）
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対象者の条件

健診受診者のうち、以下のいずれかに該当

①血糖値が医療受診勧奨判定値
（HbA1c6.5以上または空腹時血糖126以上）

②糖尿病治療中

糖尿病性腎症重症化予防プログラム
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2018年度
平成30年度

2019年度
令和01年度

2020年度
令和02年度

2021年度
令和03年度

2022年度
令和04年度

①プログラム対象者 人 28,580人 28,463人 24,833人 25,344人 26,095人

再
掲

②医療未受診者
条件：健診受診時未治療

人 3,308人 3,984人 3,506人 2,860人 3,963人

③保健指導（医療受診勧奨）

実施

人 2,402人 2,367人 2,330人 1,970人 2,505人

割
合 72.6％ 59.4％ 66.4％ 68.9％ 63.2％

④医療受診に

つながった方

人 1,560人 1,652人 1,461人 1,294人 1,723人

割
合 65.0％ 69.8％ 62.7％ 65.7％ 68.8％

市町村国保の取組み状況①

沖縄県保険者協議会 平成30～令和４年度分
糖尿病等重症化予防の取組状況調査

保険者データヘルス支援システム（糖尿病評価表）
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2018年度
平成30年度

2019年度
令和０１年度

2020年度
令和０２年度

2021年度
令和０３年度

2022年度
令和０４年度

2023年度
令和０５年度

①ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対象者 人 28,580人 28,461人 24,830人 25,344人 26,095人 25,279人

再
掲

②治療中断者
条件：3か月以上糖尿病治

療がない

（レセプト）

人 11,198人 11,563人 10,346人 10,745人 11,344人 11,198人

割
合 40.5% 40.6% 41.7％ 42.4％ 43.5％ 44.3%

市町村国保の取組み状況②

保険者データヘルス支援システム
（糖尿病評価表）

30



市町村国保の保健活動の課題

① 糖尿病性腎症重症化予防プログラム対象者への保健指導実施数を
更に増やす。

② 住民が自分の腎機能について理解を深めるような保健指導の実施。

③ 医療受診へ確実につなぐ質の高い保健指導の実施。

④ 地域のかかりつけ医、専門医と連携し、治療中断しても市町村保健
師等が対象者を再度受診につなげる取組みの強化。

⑤ 保健指導前後のデータを確実に把握し、経過を追うことにより、保健
指導の評価を行う。

⑥ 沖縄県の健康課題である「肥満の解決」へ向けた保健活動の実施。
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